









































































表1 平成10年版 ･20年版学習指導要領に示された中学校家庭科家族 ･保育学習の内容編成
｢B家族 と家庭生活｣ ｢A家族 .家庭 と子どもの成長｣
方汰 (3)家庭と家族関係 (2)幼児の発達と家族 (2)家庭と家族の関係 (3)幼児の生活と家族
ア幼児の観察や遊び道具の製作 ア家庭や家族の基本的 ア幼児の発達と活の特徴
ア家庭や家族の基本的 幼児の遊びの意義 な機能 子どもが育つ環境としての家族の役割
な機能 イ幼児の心身の発達の特徴 イ自分と家族とのかか イ幼児の観察や遊び道具の製作遊びの意
家族関係をよりよく 子どもが育つ環境としての家族の役割 わり 義
する方法 (5)幼児の生活と幼児のふれあい 家族関係をよりよく ウ幼児とのふれあい
(引用文献2) 3) より河原作成)
表2 中学校技術 ･家庭 (家庭分野) ｢B 家族と家庭生活｣の家族 ･保育学習の評価基準
(1)自分の成長と家族生 自分の成長と家族や家庭生 自分の成長と家族や家庭生
(2)幼児の発達と家族 幼児に関心を持ち,幼児の 幼児の遊びや幼児の発達と 幼児の遊びや幼児の発達と 幼児の遊びや幼児の発達と
遊びや幼児の発達と家族と 家族とのかかわりについて 家族とのかかわりについて, 家族とのかかわりに関する
のかかわりについて考えよ 課題を見つけ,その解決を 観察したり調査したりする 基礎的な知識を身に付けて
うとしているo 目指して工夫しているD ことができる,) いるO
(3)家庭と家庭関係 家庭と家族関係について, 家庭と家族関係について課 家庭と家族関係に関する基 家庭や家族の基本的な機能,
関心をもって学習活動に取 題を見つけ,その解決を目 礎的な技術を身につけてい 家庭生活と地域の人々との
り組み,家族生活をよりよくしようとしているo 指して工夫しているn る○ かかわりに関する基礎的な知識を身 付けている〇
(5)幼児の生活と幼児と 幼児の生活と幼児との触れ 幼児の生活と幼児との触れ 幼児の生活に役立つものの 幼児について理解を深める
の触れ合い 合いについて関心をもち, 合いについて課題を見つけ, 製作や幼児との触れ合いが とともに,幼児の生活に役
































































































表3 岡山大学教育学部附属中学校技術 ･家庭科 (家庭)の指導計画
第2学年 前期 技術 ･家庭科 (家庭)の授業










揺 第2学年技術 .家庭 (家庭)の ○ これまでの技術 .家庭 (家庭)の学習を振り返りながら,第2学年の学習の
豊里 流れを把握し,この1年間の学習における自分の課題をもっことができる○
わたしたちの衣生活 Eわたしたちの生活と物(衣 .食)や人(家族)とのかかわり1
5 衣服の手入れと補作 口 衣服の手入れと補修の必要性を理解するウ
○ 繊維の種類とその性質を理解し,適切な衣服の手入れや補修の方法を判断
莱 6 これからの衣生活 することができるO内 ○ 衣生活の学習を振り返り,自分の衣生活の課題をまとめることができる{⊃
香 ○ 学習したことを上大して,生活に生かすことができる〔
早 雌 垂 C) 食事の果たす役割を環解し,栄養バランスのよい食事をとる工夫ができる○




1 FlourBabyProject Ll 自分の成長における家族の役割について考えることができるO
(フラワーベイビープロジェクト) Ll 自分を人との関わりでここまで成長した存在としてとらえることができるO
学習に使用する教科書 .副教材 ○ 教科g=｢新しい技術 .家庭 家庭分野｣
○ 資料集,技術 ,家庭科総合ノート
家庭科ノート
･材料 ,道具 .ファイルなど ○ クッキングカード (必要なときに連絡します)
○ はさみ,色鉛筆 (必要なときに連絡します)
第3学年 前期 技術 ･家庭科(家庭)の授業






評価の鶴点 生活に対する関心 .意欲 .態度 /1三活や技術に関心を持ち.意欲的に学習に取り組もうとしているo
生活を工夫し創造する能力 技術を活用し.生活を工夫し創造することができるO
生活の技能 生活や技術に関する基礎的な技能を身に付けているO
4=_ や柁術についての知識 理解 生 する基礎的な知識を身に付けているC,
揺 越わたしたちの成長と家族 ○ これまでの2年間の学習を振り返りながら,この1 年間の学習の流れを
把握して,この1年間の家庭科 の学習における自分の課題をもつことが
業 できるo
内ウ:｢一 1 幼iuの発達と家族 ○ 幼児の心身の発達の特徴を理解するLJ生活や遊びと発達とのかかわりについて理解するO
Tr 2 幼児の生活と幼児との触れ ○ 子どもが育つ環境としての家族の役割について理解する〔〉
単 ○ 自分の成長と家族や家庭生活のかかわりについて理解するo合い ○ 幼児の特性に関する理解を牡かした視点で,幼児を観察したり,幼児とか
元 かわつたりすることができる
棉 3 家庭生活と地域とのかかわ ○ 幼維圃訪問における幼児との触れ合い活動が工夫されたものとなるように成 計画 .準備 積極的に取り組むことができる,i
り ○ 地域社会の一目として.地域の人々とのかかわり方を考えることができるo
学習に使用する教科書 .副教材 ○教科書 ｢新しい技術 .家庭 家庭分野｣.:B料焦
Llノート しプリントが整理できるようにのりを用意)
○技術.家庭科稔合ノート (学習のまとめに使剛
･材料 .道具 .ファイルなど (⊃のり
??
????









位置づけ 総合学習 ｢ER｣ 選択 ｢家庭｣ . 必修 ｢家庭分野｣の保育学習の導入
実施年月 平成15年9月 平成16年5月 平成17年11-12月
条件 Ⅰ 条堕し ｣ 条件Ⅲ
FBの体重 生徒の誕生時の体重 生徒の誕生時の体重とは無関係な重さ
F 導入まとめ 授業第1回 (90分) 授業第1回 (90分) 授業第1回 (45分) 授業第1回 (45分) 授業第1回 (45分)
授業第2回 (90分) 授業第2回 (45分) 授業第2回 (45分) 授業第2回 (45分)
親子写真 あり
BJの質問項目｣ ･FBと出会った時点での気持ち 3間共に活動して感じたこと 17閏別れる時の気 ･FBと出会った時点での気持ち 7間共に活動して感じたこと 2別れる時の気持 ･FBと出会った時点での気持ち 8間共に活動して感じたこと 16別れる時の気持ち 2間
坐徒が餐得した三万 FBへの愛着 ○ (80%) ○ (63%) ○ (60%) ○ (58%) ○ (34%)
将来の自己認識 ○ (45%) ○ (44%)
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位置づけ 特別編成授業 専門科 目｢発達 と保育｣の導入 /普通科目｢家庭総合｣の家族学習の導入
実施年月 2003年12月 2004年 5月 2004年 9月
FBの体重 生徒の誕生時の体重
JFBの養育 ｣佳 日を含む5日間) ｣｡土日を含む7日間) ｣｡土日を含む7日間'
F 親子写真 あ り




･FBと別れる時の気持ち 5間 ･FBと別れる時の気持ち 2間 ･FBと別れる時の気持ち 2間
･プロジェクト終了後の生活 ･プロジェクト終了後の生活 ･プロジェクト終了後の生活
BP 4間 1間 1間
･自由記述 2間 ･自由記述 1間 ･自由記述 1間
①赤ちゃんをもつということ 宜,共に暮らすということに関し ①共に暮らすということに関し
の ②共に暮らすということに関しディスカッションのテーマ て生じた問題 て生じた問題 て生じた問題
内容 ②子どもを持つということ ②子どもを持つということ
③親になること 宣今後学ばなければならないこと ③今後学ばなければならないこと
家族や他人の協力の必要性 ○ (87.1%) ○ (65.%) ○ (43.2%)




















Ⅳ- 3 (2)の ｢学習者自身｣の心理傾向を測る
心理測定尺度として選択した ｢自尊感情尺度｣(以
下,｢a自尊感情｣と称す)10項目31と,Ⅳ-4











中学校家庭科家族 ･保育学習 における子 どもの 自己認識形成評価へ の心理測定尺度適用の試み (1)
表7 FBPに関する要素を含む既存の尺度と選択 ･改変した下位尺皮 (要因)とその項目数
自己受容測定尺度(沢崎 .佐藤 1984)28) ･開放性首面目さ 7 b開放性 7 b自己受容 (開放性) 7
個人志向 .社会志向pN尺度 f(伊敵 1993;1995)30' ･個人志向性P尺度社会 N 89 e社 会 志向性P尺度 9fe社会志向性ポジティブ 967 f N 7 f ネガ 7
基本的信頼感尺度 ･基本的信頼感 6 g基本的信頼感 6 g基本的信頼感 6
(谷,1996)3l2' ･対人的信頼感 5 h対人的信頼感 5 h対人的信頼感 5
母性単備性尺度 ･乳幼児-の好意感情尺度 9 i乳幼児への好意感情尺度 9 i乳幼児への好意感情 9
(青木 .松札 1988)33) ･育児への積極性尺度 15 j育児への積極性尺度 15 j育児-の積極性 12
(引用文献28)29)30)31)32)33)34)より河原作成)
表8 FBPに関する心理傾向の要因を含む既存の尺度 ･下位尺度 ･質問項目

























































































































b 自己受容 (開放性) .73






i 乳幼児への好意感 情 .95
j 育児への積極性 ,88








































































































































































l- -2- - 3-- 4
1-- 2-- 3- - 4
1-- 2- - 3-- 4
l-- 2-- 3-- 4
1-- 2-- 3-- 4
1-- 2- - 31- 4
l-- 2- - 3- - 4













1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5




























































1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- .3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- ･3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
l- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- 4- 5
1- 2- 3- ･4- 5











































会技術 ･家庭科 (家庭)資料 (2007年11月23
日)
6)佐藤園,三浦聖子,原田省吾 ｢自分と子ども
のかかわりから自己理解を図る保育授業の開発
(第1報)-中学生に対するFlourBabyPrqjectの
実践と検討-｣,岡山大学教育学部研究集録第
128号,2005,147-155頁
7)佐藤園,三浦聖子,原田省吾 ｢自分と子ども
のかかわりから自己理解を図る保育授業の開発
(第5報)-中学校選択教科 ｢家庭｣における
FlourBabyProjectの実践と検討-｣,岡山大学教
育学部研究集録第131号,2006,57-63頁
8)佐藤園,原田省吾 ｢自分と子どものかかわり
から自己理解を図る保育授業の開発 (第 6報)
-中学校選択教科 『家庭』におけるFlourBaby
Prqjectの実践と検討-｣,日本家庭科教育学会中
国地区会編 『特色のある家庭科カリキュラム開発
と授業研究』,2006,69-76頁
9)前掲書5)
10)前掲書5)
ll)山本真理子編 『心理測定尺度集 人間の内面を
探る』,サイエンス社,2005,監修のことば
12)前掲書11)2頁
13)堀洋道ほか編 『心理尺度ファイル』,垣内出版,
2000
14)前掲書11)29-42頁
15)中央教育審議会 ｢幼稚園,小学校,中学校,高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善に
ついて (答申)｣平成20年1月17日,15頁
16)文部科学省教育課程部会 (第3期第18回議事
録 ･配布資料 ｢資料4生きる力の育成を目指す教
育内容 ･目標の構造｣,http://www.next.go.
jp/b_emu/shingi/chukyo3/siryo/001/07110606.
htm
17)前掲書11)26頁
18)前掲書11)29-31頁
19)前掲書11)29頁
20)佐藤園,三浦聖子,佐藤ゆかり ｢自分と子ども
のかかわりから自己理解を図る保育授業の開発
(第2報)一高校生に対するFlourBabyProjectの
実践と検討-,岡山大学教育学部研究集録第128
号,2005,157-168頁
21)佐藤園,三浦聖子,佐藤ゆかり ｢自分と子ども
のかかわりから自己理解を図る保育授業の開発
(第3報)-高等学校家庭科専門科目 『発達と保
岡山大学教育学部研究集録第129号,2005,87-
95頁
22)佐藤園,三浦聖子,佐藤ゆかり ｢自分と子ども
のかかわりから自己理解を図る保育授業の開発
(第4報)-高等学校家庭科普通科目 『家庭総合』
におけるFlourBabyPrqjectの実践と検討-｣,岡
山大学教育学部研究集録第130号,2005,67-76
頁
23)前掲書13)
24)前掲書11)
25)吉田富士雄編,『心理測定尺度集Ⅱ 人間と社
会のつながりをとらえる』,サイエンス社,2007
26)松井豊編,『心理測定尺度集Ⅲ 心の健康をは
かる』,サイエンス社,2000
27)横井茂男ら編,『心理測定尺度集Ⅳ 子どもの
発達を支える』,サイエンス社,2007
28)前掲書13)
29)前掲書27)
30)前掲書11)
31)前掲書13)
32)前掲書11)
33)前掲書13)
34)前掲書11)
35)前掲書11)
-104-
70-73頁
176-182頁
129-133頁
278-282頁
72-75頁
380-383頁
217-221頁
29-31頁
